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(57)【特許請求の範囲】

【請求項１】

　下部に両足を乗せる足台を備え、外周を円環状に形成した腰掛け用座面に開口部を有す

る座席と、当該座席の内側に身体が乾燥できる熱源付きの乾燥風起成部を配した介助装置

において、該乾燥風起成部から送風される乾燥風を、座面側に設けられて陰部及びその周

辺に乾燥風を当てる為の第一開口部と、足台側に設けられて該足台に載せた両足先の足指

の間及びその周辺に乾燥風を当てる為の第二開口部と、に誘導するように構成すると共に

、前記腰掛け用座面を、水平位置に伏して腰掛け姿勢を維持する水平状態位置と、座面を

前低後高状に斜め起立させて起立姿勢を維持する斜め状態位置とに起伏移動固定自在に構

成し、前記腰掛け用座面に起立姿勢を補助する手すり部材を設けると共に、

　腰掛け用座面の前面に尻部が陥入できる凹みを設け、該座面を前低後高状に斜め起立さ

せた時に、凹みに尻部を陥入させて起立姿勢を支えるようにしたことを特徴とする請求項

１に記載の身体乾燥機能付き介助装置。

【請求項２】

　腰掛け用座面に、温熱効果のあるブラックシリカやトルマリンの素材を使用したことを

特徴とする請求項１に記載の身体乾燥機能付き介助装置。

【請求項３】

　腰掛け用座面の開口部の下部に、陰部及びその周辺に向けて皮膚細胞に有効な波長域の

ＬＥＤ光を照射するＬＥＤ光照射装置を設置した事を特徴とする請求項１または２に記載

の身体乾燥機能付装置。
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【 請 求 項 ４ 】

　 足 台 に 足 指 の 間 を 広 げ て 開 放 す る 足 指 開 放 誘 導 部 材 を 設 け て 、 足 指 の 間 の 乾 燥 を 促 進 す

る よ う に 構 成 し た 事 を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 身 体 乾 燥 機 能 付 き 介 助 装 置 。

【 請 求 項 ５ 】

　 足 台 の 足 裏 が 乗 る 部 分 に 、 足 つ ぼ に 相 当 す る 箇 所 に 孔 を 穿 設 し 、 該 孔 を 介 し て 足 つ ぼ に

向 か っ て 乾 燥 風 を 吹 き 出 す よ う に 構 成 し た 事 を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は ４ に 記 載 の 身 体

乾 燥 機 能 付 き 介 助 装 置 。

【 請 求 項 ６ 】

　 足 つ ぼ に 相 当 す る 箇 所 の 孔 に 、 足 つ ぼ に 向 か っ て Ｌ Ｅ Ｄ 光 を 照 射 す る Ｌ Ｅ Ｄ 光 照 射 部 を

設 け た 事 を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ に 記 載 の 身 体 乾 燥 機 能 付 き 介 助 装 置 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 発 明 は 、 高 齢 者 の う ち 下 肢 の 筋 力 が 弱 っ た 要 介 護 ・ 要 支 援 の 高 齢 者 が 入 浴 後 に 、 身 体

を 乾 燥 さ せ る 動 作 と 、 下 着 や ズ ボ ン に 着 替 え る 時 の 動 作 を 介 助 す る 介 護 支 援 機 器 と し て 使

用 す る こ と の で き る 、 立 ち 上 が り 機 能 付 き で 下 腹 部 や 臀 部 周 辺 、 足 指 間 の 乾 燥 を 行 な う の

に 便 利 で あ る 椅 子 型 の 身 体 乾 燥 機 能 付 き 介 助 装 置 に 関 す る も の で あ る 。 そ し て 、 浴 室 か ら

脱 衣 室 の 椅 子 に 腰 か け て 介 助 装 置 の 温 風 に よ り 身 体 （ 特 に 局 部 と 足 の 指 先 ） の 乾 燥 を さ せ

る こ と を 目 的 と し た も の で あ る 。 更 に 、 介 助 装 置 内 の ヒ ー タ ー か ら の 温 風 を 脱 衣 室 内 に も

送 風 し 、 浴 室 と 脱 衣 室 の 温 度 差 を 解 消 し 、 入 浴 時 に 入 浴 者 の 脳 卒 中 等 の 身 体 発 作 を 起 こ す

事 を 予 防 す る こ と を 目 的 と し た 介 護 支 援 機 器 の 分 野 に 属 す る も の で あ る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 従 来 、 入 浴 に 用 い る 介 助 機 器 は 浴 室 内 で の 移 動 や 移 乗 （ 手 す り ・ バ ス グ リ ッ プ ） の 介 助

を 目 的 と す る も の や 、 入 浴 中 の 安 定 を 図 る 入 浴 介 助 椅 子 （ シ ャ ワ ー チ ェ ア ー ・ シ ャ ワ ー キ

ャ リ ー ） 等 が あ っ た 。 そ し て 、 従 来 施 設 で の 入 浴 介 助 は 、 浴 室 か ら 上 が る 時 に は 、 脱 衣 室

に 椅 子 を 置 き バ ス タ オ ル を 引 い て 、 流 れ 作 業 で 身 体 を 拭 い て い た だ け の も の が 一 般 的 で あ

り 、 乾 燥 し に く い 下 腹 部 や 臀 部 周 辺 、 足 指 間 の 乾 燥 は な お ざ り に さ れ て い る 傾 向 に あ っ た

。 ま た 、 被 介 護 者 の 中 に は 自 分 の 下 腹 部 や 臀 部 周 辺 を 、 介 護 者 で あ る 他 人 に 拭 い て も ら う

と い う の に は 非 常 に 抵 抗 を 持 つ 人 も い て 乾 燥 が 充 分 に で き な い と い う 問 題 も あ っ た 。 今 回

の 入 浴 後 に 用 い ら れ る 立 ち 上 が り 機 能 付 き で 下 腹 部 や 臀 部 周 辺 、 足 指 間 の 乾 燥 を す る 椅 子

型 の 身 体 乾 燥 器 機 能 付 の 介 助 装 置 は 従 来 か ら の 介 助 椅 子 に は 無 か っ た も の で 、 本 発 明 者 は

入 浴 後 の 身 体 乾 燥 （ 特 に 局 部 ・ 足 先 の 指 の 隙 間 等 ） と 更 衣 の 時 の 立 ち 上 が り 動 作 を サ ポ ー

ト す る 点 に 着 目 し 、 細 か な 配 慮 を し た 新 し い 介 護 ニ ー ズ に 対 応 す る べ く 創 案 さ れ た 発 明 で

あ る 。 こ れ に 類 似 し た 文 献 と し て は 例 え ば 、 特 許 文 献 １ の 「 着 席 立 脚 幇 助 椅 子 」 や 特 許 文

献 ２ の 「 熱 気 浴 利 用 者 用 腰 掛 台 」 が 存 在 し て い た 。

【 先 行 技 術 文 献 】

【 特 許 文 献 】

【 ０ ０ ０ ３ 】

【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ５ － ２ ２ ４ ５ ５ ８ 号 公 報

【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ ５ － ６ １ ６ 号 公 報

【 発 明 の 概 要 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ４ 】

　 上 記 の 特 許 文 献 １ に 見 ら れ る も の は 、 単 に 部 屋 の 中 で の 起 上 り の 時 に 椅 子 が

上 昇 し 、 立 ち 上 が り の 動 作 を 介 助 す る だ け の も の で あ っ た 。 そ の 為 、 入 浴 が 終 わ っ て 更 衣

す る 時 に は 介 護 職 員 の 首 や 上 半 身 な ど の 身 体 や 福 祉 用 具 を 支 え と し 、 不 安 定 な 状 態 で 体 を

拭 い た り 、 不 安 定 な 状 態 で の ズ ボ ン の 脱 ぎ 着 作 業 が 行 わ れ て い た 。

　 次 の 特 許 文 献 ２ に 見 ら れ る も の は 、 使 用 者 が 椅 子 型 の 腰 掛 け に 座 っ て 身 体 の 各 所 に 座 席

下 か ら の 送 風 を 受 け て い る 点 で 本 発 明 の 形 態 に 似 て い る も の の 、 こ の 特 許 文 献 ２ の も の は
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温 浴 用 と し て の 全 身 サ ウ ナ を 目 的 と す る も の で 、 身 体 乾 燥 を 目 的 と す る 本 発 明 と は 解 決 課

題 が 異 な る も の で あ る 。

　 今 回 の 立 ち 上 が り 機 能 付 き で 下 腹 部 や 臀 部 周 辺 、 足 指 間 の 乾 燥 を さ せ る 椅 子 型 の 身 体 乾

燥 機 能 付 き 介 助 装 置 は 、 従 来 で は 装 備 さ れ て い な か っ た 利 用 者 の 身 体 の 自 動 乾 燥 の 機 能 が

設 け て あ り 、 介 護 者 が 従 来 は 介 護 し づ ら い 下 腹 部 や 臀 部 周 辺 部 分 の 乾 燥 （ 局 部 乾 燥 や 足 の

指 の 隙 間 の 乾 燥 ） の 介 護 支 援 を 楽 に 行 う 事 が 出 来 る 様 に な っ た 。 ま た 、 こ の 椅 子 型 の 身 体

乾 燥 機 能 付 き 介 助 装 置 を 使 用 す る と 、 椅 子 に 座 り な が ら 自 動 的 に 身 体 乾 燥 が 出 来 、 椅 子 か

ら 立 ち 上 り す る 時 に も 、 立 ち 上 り の ア シ ス ト 機 能 が あ り 、 介 護 者 が 更 衣 の 介 助 を す る 時 の

精 神 的 負 担 感 （ 転 倒 事 故 発 生 の リ ス ク ） の 軽 減 を は か る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 ま た 、 介 助 装 置 に 装 備 さ れ る 身 体 の 自 動 乾 燥 の 機 能 を 活 用 し て 暖 房 機 能 を 強 化 し 、 浴 室

と 脱 衣 室 の 温 度 差 を 解 消 し て 入 浴 者 の 脳 血 管 の 急 速 な 伸 縮 を 防 止 、 入 浴 中 の 脳 梗 塞 等 の 発

作 の 防 止 を 図 る 事 に 寄 与 で き る 。 さ ら に 、 座 椅 子 の 下 に 身 体 の 細 胞 に 有 効 な 波 長 の Ｌ Ｅ Ｄ

光 等 を 直 接 照 射 さ せ る 仕 組 み を 作 り 、 身 体 乾 燥 を 行 う 時 に 、 身 体 に 良 い 波 長 の Ｌ Ｅ Ｄ 光 の

照 射 を 股 間 部 分 （ 特 に 粘 膜 ） に 10～ 20分 程 度 照 射 し 、 健 康 の 増 進 を 図 る 事 も 目 的 と し て い

る 。

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 身 体 に 良 い 波 長 の Ｌ Ｅ Ｄ 光 の 照 射 と し て は 、 各 種 機 関 に よ り 多 く の 研 究 が 進 め ら れ て い

る が 、 例 え ば 、 ウ ィ ス コ ン シ ン 医 科 大 学 に よ る LED光 に よ る 治 癒 効 果 の 検 証 に よ る と 、 「

負 傷 兵 に 関 す る 結 果 」 と し て 、 米 海 軍 の 負 傷 兵 に 対 す る も の と し て は 、 訓 練 中 の 負 傷 兵 に

LEDを 使 っ た 場 合 に 、 回 復 率 が 40％ 以 上 も 向 上 、 原 子 力 潜 水 艦 『 ソ ル ト レ ー ク シ テ ィ ー 』

で は 、 ケ ガ 人 に 携 帯 型 の LED照 射 器 を 使 っ た と こ ろ 、 全 快 ま で の 時 間 が 半 分 に 短 縮 と の こ

と 、 ま た 、 「 筋 肉 細 胞 へ の 影 響 」 と し て 、 ６ ８ ０ ・ ７ ３ ０ ・ ８ ８ ０ ナ ノ メ ー ト ル の 波 長 を

持 つ Ｌ Ｅ Ｄ 光 を 一 度 照 射 し た だ け で 、 筋 肉 細 胞 に お け る Ｄ Ｎ Ａ 合 成 が ５ 倍 に な る と 言 う 実

験 デ ー タ 、 及 び 、 「 糖 尿 病 に よ る 神 経 障 害 へ の 影 響 」 と し て 、 糖 尿 病 に お け る 神 経 障 害 を

持 つ 200人 余 り の 患 者 に Ｌ Ｅ Ｄ 光 を 40分 間 を 10回 ほ ど 続 け た と こ ろ 、 患 者 の 95％ が 足 に い

く ら か 感 覚 が 戻 っ た と 言 い ３ 分 の ２ 近 く の 神 経 障 害 が 完 全 に 正 常 に 戻 っ た と 言 う 実 験 デ ー

タ が 紹 介 さ れ て あ り 。 （ イ ン タ ー ネ ッ ト 記 事 「 毛 髪 培 養 新 聞 　 毛 髪 再 生 医 療 の 現 在 　 Ｌ

Ｅ Ｄ 光 の 効 果 に 関 す る 研 究 」 よ り 、 抜 粋 掲 載 ） こ れ ら よ り 、 Ｌ Ｅ Ｄ 光 の 照 射 効 果 が 伺 え る

。

【 ０ ０ ０ ７ 】

　 介 助 椅 子 の カ バ ー は 、 交 換 可 能 な タ イ プ と し て 、 ブ ラ ッ ク シ リ カ ル や ト ル マ リ ン 等 の 素

材 を 使 用 す る よ う に す る と 、 人 体 に 有 効 な 温 熱 効 果 が 発 揮 さ れ て 健 康 効 果 に 寄 与 さ せ る こ

と が で き る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ ０ ８ 】

　 前 述 の 課 題 解 決 の 為 に 、 請 求 項 １ の 発 明 は 、 下 部 に 両 足 を 乗 せ る 足 台 を 備 え 、 外 周 を 円

環 状 に 形 成 し た 腰 掛 け 用 座 面 に 開 口 部 を 有 す る 座 席 と 、 当 該 座 席 の 内 側 に 身 体 が 乾 燥 で き

る 熱 源 付 き の 乾 燥 風 起 成 部 を 配 し た 介 助 装 置 に お い て 、 該 乾 燥 風 起 成 部 か ら 送 風 さ れ る 乾

燥 風 を 、 座 面 側 に 設 け ら れ て 局 部 及 び そ の 周 辺 に 乾 燥 風 を 当 て る 為 の 第 一 開 口 部 と 、 足 台

側 に 設 け ら れ て 該 足 台 に 載 せ た 両 足 先 の 足 指 の 間 及 び そ の 周 辺 に 乾 燥 風 を 当 て る 為 の 第 二

開 口 部 と 、 に 誘 導 す る よ う に 構 成 す る と 共 に 、 前 記 腰 掛 け 用 座 面 を 、 水 平 位 置 に 伏 し て 腰

掛 け 姿 勢 を 維 持 す る 水 平 状 態 位 置 と 、 座 面 を 前 低 後 高 状 に 斜 め 起 立 さ せ て 起 立 姿 勢 を 維 持

す る 斜 め 状 態 位 置 と に 起 伏 移 動 固 定 自 在 に 構 成 し 、 前 記 腰 掛 け 用 座 面 に 起 立 姿 勢 を 補 助 す

る 手 す り 部 材 を 設 け 設 け る と 共 に 、 腰 掛 け 用 座 面 の 前 面 に 尻 部 が 陥 入 で き る 凹 み を 設 け 、

該 座 面 を 前 低 後 高 状 に 斜 め 起 立 さ せ た 時 に 、 凹 み に 尻 部 を 陥 入 さ せ て 起 立 姿 勢 を 支 え る よ

う に し た こ と を 特 徴 と す る 身 体 乾 燥 機 能 付 き 介 助 装 置 で あ る 。

【 ０ ０ ０ ９ 】

　 こ れ に よ り 、 外 周 を Ｏ 型 の 円 環 状 に 座 席 椅 子 に 身 体 が 乾 燥 で き る 乾 燥 風 起 成 部 と し て の

熱 源 （ ヒ ー タ ー ） を 取 り 付 け 、 利 用 者 の 尻 の 部 分 と 足 台 の 部 分 に 温 風 が 流 通 す る 様 に フ ァ
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ン を 取 り 付 け た 。 フ ァ ン を 回 転 さ せ る 事 に よ り 、 局 部 の 乾 燥 と 足 の 指 先 な ど の 効 率 的 な 乾

燥 を 可 能 と し た 。 ま た 、 温 風 を 送 風 す る 事 に よ っ て 脱 衣 室 の 暖 房 効 果 を 促 進 す る 事 に な る

。 こ れ は 温 か い 所 （ 浴 室 ） か ら 寒 い 所 （ 脱 衣 室 ） に 移 動 し た 時 の 急 激 な 血 圧 の 変 動 を 防 ぐ

事 に な り 、 入 浴 時 の 脳 梗 塞 や 心 筋 梗 塞 の 発 作 の 発 生 を 防 止 で き る 。

　 さ ら に 、 座 面 を 前 低 後 高 状 に 斜 め 起 立 さ せ る 起 き 上 が り 補 助 機 能 に て 被 介 護 者 の 起 立 姿

勢 を 維 持 す る こ と が 容 易 に な る の で 、 脱 衣 室 で 自 力 で 起 き 上 り 出 来 な い 人 や 、 入 浴 後 の 一

時 的 な 体 力 低 下 で 起 き 上 り が 困 難 な 人 の 起 き 上 り 動 作 を サ ポ ー ト す る こ と が で き 、 椅 子 に

起 き 上 り 専 用 の 手 す り を 設 け て あ り 、 ま た 、 椅 子 に モ ー タ ー を 取 り 付 け て 、 座 面 の 起 伏 機

構 を 用 い る 事 に よ り 、 脱 衣 室 で の 立 ち 上 が り 動 作 を サ ポ ー ト す る ア シ ス ト 機 能 を 設 け た 。

　 こ れ ら の 相 乗 的 な 作 用 と し て 、 身 体 の 拭 き 仕 上 げ 作 業 や 衣 服 の 装 着 作 業 の 介 護 支 援 が 容

易 に で き る こ と に な る 。

【 ０ ０ １ ０ 】

　 し か も 、 腰 掛 け 用 座 面 の 前 面 に 尻 部 が 陥 入 で き る 凹 み を 設 け 、 該 座 面 を 前 低 後 高 状 に 斜

め 起 立 さ せ た 時 に 、 凹 み に 尻 部 を 陥 入 さ せ て 起 立 姿 勢 を 支 え る よ う に し た こ と を 特 徴 と す

る も の で 、 座 面 を 前 低 後 高 状 に 斜 め 起 立 さ せ た 時 に 、 座 位 を 支 え る 機 能 が 設 け ら れ て い る

こ と に な る の で 被 介 護 者 の 起 立 姿 勢 を 維 持 す る こ と が 更 に 容 易 に な る 。 し た が っ て 、 身 体

の 拭 き 仕 上 げ 作 業 や 衣 服 の 装 着 作 業 の 介 護 支 援 が 更 に 容 易 に で き る こ と に な る 。

【 ０ ０ １ １ 】

　 請 求 項 ２ の 発 明 は 、 腰 掛 け 用 座 面 に 、 温 熱 効 果 の あ る ブ ラ ッ ク シ リ カ や ト ル マ リ ン の 素

材 を 使 用 し た こ と を 特 徴 と し 、 Ｏ 型 座 席 シ ー ト カ バ ー の ブ ラ ッ ク シ リ カ や ト ル マ リ ン の 素

材 の 持 つ 温 熱 効 果 に よ り 、 身 体 の 新 陳 代 謝 を 促 進 す る 。

【 ０ ０ １ ２ 】

　 請 求 項 ３ の 発 明 は 、 腰 掛 け 用 座 面 の 開 口 部 の 下 部 に 、 陰 部 及 び そ の 周 辺 に 向 け て 皮 膚 細

胞 に 有 効 な 波 長 域 の Ｌ Ｅ Ｄ 光 を 照 射 す る Ｌ Ｅ Ｄ 光 照 射 装 置 を 設 置 し た 事 を 特 徴 と し 、 こ れ

に よ り 、 腰 掛 け 用 座 面 を 構 成 す る Ｏ 型 シ ー ト の 下 部 よ り 、 細 胞 に 有 効 な 波 長 を 持 つ Ｌ Ｅ Ｄ

光 を 照 射 し 、 直 接 粘 膜 （ 膣 ・ 肛 門 等 ） に 照 射 し 筋 肉 細 胞 の Ｄ Ｎ Ａ 合 成 を 活 性 化 し 健 康 の 増

進 を 図 る 。

【 ０ ０ １ ３ 】

　 請 求 項 ４ の 発 明 は 、 足 台 に 足 指 の 間 を 広 げ て 開 放 す る 足 指 開 放 誘 導 部 材 を 設 け て 、 足 指

の 間 の 乾 燥 を 促 進 す る よ う に 構 成 し て あ る の で 、 足 指 間 の 乾 燥 が 促 進 さ れ る 。 第 六 に 、 足

台 の 足 裏 が 乗 る 部 分 に 、 足 つ ぼ に 相 当 す る 箇 所 に 孔 を 穿 設 し 、 該 孔 を 介 し て 足 つ ぼ に 向 か

っ て 乾 燥 風 を 吹 き 出 す よ う に 構 成 す る と 、 足 つ ぼ 部 分 に 乾 燥 風 が 温 風 で 供 給 さ れ て 足 つ ぼ

を 刺 激 し て 身 体 の 癒 し が で き る 。

【 ０ ０ １ ４ 】

　 請 求 項 ５ の 発 明 は 、 足 台 の 足 裏 が 乗 る 部 分 に 、 足 つ ぼ に 相 当 す る 箇 所 に 孔 を 穿 設 し 、 該

孔 を 介 し て 足 つ ぼ に 向 か っ て 乾 燥 風 を 吹 き 出 す よ う に 構 成 し た 事 を 特 徴 と す る も の で あ る

。

　 請 求 項 ６ の 発 明 は 、 足 つ ぼ に 相 当 す る 箇 所 の 孔 に 、 足 つ ぼ に 向 か っ て Ｌ Ｅ Ｄ 光 を 照 射 す

る Ｌ Ｅ Ｄ 光 照 射 部 を 設 け た 事 を 特 徴 と す る と 、 足 つ ぼ に 向 か っ て 温 風 と 共 に 、 Ｌ Ｅ Ｄ 光 を

照 射 し 、 糖 尿 病 な ど で 神 経 障 害 に か か っ て い る 方 の 下 肢 の 末 梢 神 経 を 刺 激 す る 事 に よ り 神

経 障 害 の 症 状 を 改 善 と 悪 化 防 止 す る こ と が で き る 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ １ ５ 】

　 こ の 様 に 本 発 明 の 特 許 請 求 の 範 囲 の 請 求 項 １ の 構 成 に よ り 、

・ 脱 衣 室 で の 身 体 乾 燥 を ス ム ー ズ に 行 う 事 が 出 来 る 様 に な る 。

・ 不 安 定 な 姿 勢 で の ズ ボ ン の 脱 ぎ 着 を 防 止 で き る 事 と 、 無 理 な く 立 ち 上 り 動 作 を 行 え る 為

、 入 浴 時 脱 衣 所 で の 転 倒 事 故 を 防 止 す る 事 が 出 来 る 。

・ 身 体 乾 燥 機 能 付 き 介 助 椅 子 に 内 蔵 さ れ た 温 熱 ヒ ー タ ー に よ り 、 浴 室 と 脱 衣 室 の 急 激 な 温

度 変 化 を 防 ぎ 、 入 浴 中 の 脳 梗 塞 名 等 の 入 浴 時 の 発 作 事 故 が 起 こ る 事 を 防 止 す る 事 が 出 来 る

。
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【 ０ ０ １ ６ 】

　 し か も 請 求 項 １ の 構 成 に よ り 、 被 介 護 者 の 座 位 を 支 え る 機 能 が 設 け ら れ て 被 介 護 者 の 起

立 姿 勢 を 維 持 す る こ と が 更 に 容 易 に な る 。 し た が っ て 、 身 体 の 拭 き 仕 上 げ 作 業 や 衣 服 の 装

着 作 業 の 介 護 支 援 が 更 に 容 易 に で き る 。

　 請 求 項 ２ の 構 成 に よ り 、 Ｏ 型 座 席 シ ー ト カ バ ー の ブ ラ ッ ク シ リ カ や ト ル マ リ ン の 素 材 の

持 つ 温 熱 効 果 に よ り 、 身 体 の 新 陳 代 謝 を 促 進 し て 乾 燥 が 効 率 的 に で き る よ う に で き る 。

　 請 求 項 ３ の 構 成 に よ り 、 身 体 乾 燥 機 能 付 き 健 康 椅 子 の 、 Ｏ 型 座 席 下 部 に 設 置 さ れ た Ｌ Ｅ

Ｄ 光 照 射 装 置 に よ り 股 間 の 粘 膜 部 分 に Ｌ Ｅ Ｄ 光 を 照 射 し 体 の 筋 肉 を 活 性 化 さ せ 、 健 康 の 増

進 を 図 る 。

【 ０ ０ １ ７ 】

　 請 求 項 ４ と 請 求 項 ５ の 構 成 に よ り 、 足 指 間 の 乾 燥 を 促 進 で き て 、 足 つ ぼ 部 分 に 乾 燥 風 が

温 風 で 供 給 さ れ て 足 つ ぼ を 刺 激 し て 身 体 の 癒 し が で き る 。

　 請 求 項 ６ の 構 成 に よ り 、 Ｌ Ｅ Ｄ 光 を 照 射 す る 事 に よ り 下 肢 の 末 梢 神 経 を 刺 激 し 、 糖 尿 病

に よ る 下 肢 の 神 経 障 害 の 症 状 の 改 善 や 悪 化 を 防 止 す る 事 が 期 待 で き る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ １ ８ 】

【 図 １ 】 身 体 乾 燥 機 能 付 き 介 助 装 置 の 要 部 を 透 視 し て 示 す 全 体 斜 視 図

【 図 ２ 】 介 助 装 置 の 要 部 を 断 面 し て 示 す 全 体 側 面 図

【 図 ３ 】 介 助 装 置 の 要 部 を 透 視 し て 示 す 全 体 平 面 図

【 図 ４ 】 座 面 の 立 ち 上 り 開 始 を 示 す 作 用 側 面 図

【 図 ５ 】 座 面 の 立 ち 上 り 終 了 を 示 す 作 用 側 面 図

【 図 ６ 】 介 助 装 置 の 温 風 の 経 路 を 説 明 す る 概 略 側 面 図

【 図 ７ 】 介 助 装 置 の 温 風 経 路 を 示 す 要 部 の 外 観 斜 視 図

【 図 ８ 】 足 台 を 示 す 要 部 平 面 図

【 図 ９ 】 足 台 を 示 す 要 部 側 面 の 拡 大 断 面 図

【 図 １ ０ 】 足 台 の 指 先 載 置 部 を 示 す 要 部 の 拡 大 断 面 図

【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ １ ９ 】

　 以 下 、 実 施 例 に 関 す る 図 面 に 基 づ い て 本 発 明 を 詳 細 に 説 明 す る 。

　 図 １ に 本 発 明 に 係 る 身 体 乾 燥 機 能 付 き 介 助 装 置 の 全 体 斜 視 図 を 示 す 。 こ の 身 体 乾 燥 機 能

付 き 介 助 装 置 １ は 、 下 部 に 使 用 者 の 両 足 を 乗 せ る 左 右 一 対 の 足 台 ２ ， ２ を 備 え 、 外 周 を 円

環 状 の Ｏ 型 に 形 成 し た 腰 掛 け 用 座 面 ３ ａ に 開 口 部 ３ ｂ を 有 す る 座 席 ３ と 、 当 該 座 席 ３ の 下

方 内 側 に 使 用 者 の 濡 れ 身 体 が 乾 燥 で き る 熱 源 付 き の 乾 燥 風 起 成 部 ４ を 配 し た 構 成 に さ れ て

い る 。 そ し て 、 前 記 乾 燥 風 起 成 部 ４ か ら 送 風 さ れ る 乾 燥 風 ５ を 、 座 面 ３ ａ 側 に 設 け ら れ て

使 用 者 の 局 部 ６ 及 び そ の 周 辺 に 乾 燥 風 ５ を 当 て る 為 の 第 一 開 口 部 ７ と 、 足 台 ２ 側 に 設 け ら

れ て 該 足 台 ２ に 載 せ た 使 用 者 の 両 足 Ｆ 先 の 足 指 の 間 Ｓ 及 び そ の 周 辺 に 乾 燥 風 ５ を 当 て る 為

の 第 二 開 口 部 ８ と 、 に 誘 導 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

　 前 記 の 腰 掛 け 用 座 席 ３ は 座 面 ３ ａ と 共 に 、 水 平 位 置 に 伏 し て 腰 掛 け 姿 勢 を 維 持 す る 水 平

状 態 位 置 Ｌ と 、 座 面 ３ ａ を 前 低 後 高 状 に 斜 め 起 立 さ せ て 起 立 姿 勢 を 維 持 す る 斜 め 状 態 位 置

Ｋ と に 起 伏 移 動 固 定 自 在 に 構 成 さ れ 、 水 平 状 態 位 置 Ｌ で 利 用 者 の 肛 門 を 開 き 、 局 部 が 乾 燥

出 来 る よ う な 構 造 に な っ て い る 。 そ し て 、 斜 め 状 態 位 置 Ｋ に 座 面 ３ ａ の 前 部 が 前 傾 し た 際

、 利 用 者 の 尻 部 が 陥 入 し て ホ ー ル ド で き る よ う に 凹 み ３ ｃ を 設 け 、 こ の 凹 み ３ ｃ に 利 用 者

の 尻 部 を 陥 入 さ せ て 起 立 姿 勢 を 支 え る よ う に で き る 。

　 こ の 腰 掛 け 用 座 席 ３ の 座 面 ３ ａ に 着 脱 自 在 な カ バ ー を 設 け る 場 合 は 、 こ の カ バ ー に ブ ラ

ッ ク シ リ カ や ト ル マ リ ン 等 の 素 材 を 使 用 し 温 熱 効 果 が あ る も の を 使 用 し て お く と 、 座 面 に

座 っ た 利 用 者 の 尻 部 を 保 温 し 身 体 の 新 陳 代 謝 を 促 進 す る 利 点 が あ る 。

【 ０ ０ ２ １ 】

　 前 記 腰 掛 け 用 座 席 ３ に 起 立 姿 勢 を 補 助 す る 手 す り 部 材 ３ ｄ が 設 け て あ る 。 該 手 す り 部 材

３ ｄ は 前 方 に 向 か っ て 膨 出 し て 弓 状 に 湾 曲 し た ハ ン ド ル 形 態 に さ れ て 、 座 席 ３ に 付 け ら れ
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て お り 、 座 席 ３ の 水 平 状 態 位 置 Ｌ で の 着 座 時 に は ハ ン ド ル の 中 央 部 分 を 握 り 、 あ る い は 斜

め 状 態 位 置 Ｋ で の 立 位 時 に 、 座 席 使 用 者 が ハ ン ド ル の 先 端 部 分 を 自 由 に 握 れ る よ う に 、 握

っ た 手 の 移 動 も ス ム ー ズ に で き る よ う に 丸 い カ ー ブ し た 形 状 に 構 成 さ れ て い る 。

　 前 記 腰 掛 け 用 座 席 ３ の 水 平 状 態 位 置 Ｌ と 、 斜 め 状 態 位 置 Ｋ と に 起 伏 移 動 固 定 自 在 に す る

構 成 は 、 座 席 の 下 部 に 左 右 一 対 の 湾 曲 ア ー ム ９ ， ９ が フ レ ー ム １ ０ 下 部 に 固 定 さ れ た 鞘 状

の ア ー ム ケ ー ス １ １ ， １ １ に 出 没 可 能 に 収 容 さ れ て お り 、 該 湾 曲 ア ー ム ９ ， ９ の 前 部 に 内

歯 歯 車 形 態 に 湾 曲 し た ラ ッ ク ９ ａ ， ９ ａ が 刻 設 さ れ て お り 、 こ の ラ ッ ク ９ ａ ， ９ ａ に 外 歯

歯 車 状 の ピ ニ オ ン ギ ヤ １ ２ が 噛 み 合 い 、 該 ピ ニ オ ン ギ ヤ １ ２ を チ ェ ン ま た は ベ ル ト な ど の

伝 導 体 １ ３ を 介 し て 駆 動 モ ー タ ー １ ４ に て 駆 動 す る よ う に さ れ て い る 。

【 ０ ０ ２ ２ 】

　 ピ ニ オ ン ギ ヤ １ ２ は フ レ ー ム １ ０ に 取 り 付 け ら れ た 左 右 一 対 の ブ ラ ケ ッ ト １ ０ ａ ， １ ０

ａ に 回 転 自 在 に 横 架 さ れ た 回 転 軸 １ ２ ａ の 一 端 に 取 り 付 け ら れ て お り 、 該 回 転 軸 １ ２ ａ の

他 端 に 円 形 ロ ー ル １ ２ ｂ が 取 り 付 け ら れ て い る 。 円 形 ロ ー ル １ ２ ｂ が 接 す る 他 方 の 湾 曲 ア

ー ム ９ に は ラ ッ ク が 刻 設 さ れ て い な く て も 良 く 、 他 方 の 湾 曲 ア ー ム ９ は 円 形 ロ ー ル １ ２ ｂ

に 接 し な が ら 、 一 方 の ラ ッ ク 付 き 湾 曲 ア ー ム ９ の 駆 動 に 連 れ て 上 下 す る 。 こ れ ら の 駆 動 モ

ー タ ー １ ４ と ピ ニ オ ン ギ ヤ １ ２ と ア ー ム ケ ー ス １ １ は フ レ ー ム １ ０ 側 に 固 設 さ れ て お り 、

駆 動 モ ー タ ー を 載 置 す る フ レ ー ム ス テ ー ジ 板 １ ０ ｂ の 下 部 に 電 源 ・ 制 御 ボ ッ ク ス Ｖ Ｓ が 置

か れ て お り 、 操 作 ス イ ッ チ （ 図 示 せ ず ） の 操 作 に よ り 駆 動 モ ー タ ー １ ４ を 正 逆 駆 動 さ せ 、

こ の 駆 動 モ ー タ ー の 正 逆 駆 動 を 受 け て 、 座 席 ３ と 左 右 の 湾 曲 ア ー ム ９ ， ９ で 正 面 視 に て 鳥

居 状 に 構 成 さ れ る 湾 曲 ア ー ム ９ ， ９ が 上 下 に 出 没 し て 座 席 ３ を 起 伏 移 動 固 定 自 在 に す る も

の で あ る 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

　 該 座 席 ３ の 下 方 内 側 に 使 用 者 の 濡 れ た 身 体 が 乾 燥 で き る 熱 源 付 き の 乾 燥 風 起 成 部 ４ が 配

設 さ れ て い る が 、 該 乾 燥 風 起 成 部 ４ は 、 肛 門 又 は 局 部 に 温 風 を 噴 出 し 、 濡 れ た 尻 部 周 辺 を

乾 燥 さ せ る た め の 送 風 フ ァ ン １ ５ と 温 風 発 生 用 ヒ ー タ ー １ ６ 、 前 記 乾 燥 風 起 成 部 ４ か ら 送

風 さ れ る 乾 燥 風 ５ を 、 座 面 ３ ａ 側 に 設 け ら れ て 使 用 者 の 陰 部 ６ 及 び そ の 周 辺 に 乾 燥 風 ５ を

当 て る 為 の 第 一 開 口 部 ７ と 、 足 台 ２ 側 に 設 け ら れ て 該 足 台 ２ に 載 せ た 使 用 者 の 両 足 Ｆ 先 の

足 指 の 間 Ｓ 及 び そ の 周 辺 に 乾 燥 風 ５ を 当 て る 為 の 第 二 開 口 部 ８ と 、 に 誘 導 す る 送 風 を 案 内

す る 送 風 ダ ク ト ７ ａ ， ８ ａ 、 送 風 途 中 で 風 力 を 高 め る 加 圧 タ ン ク １ ７ な ど で 構 成 さ れ て い

る 。 該 加 圧 タ ン ク １ ７ は 送 風 フ ァ ン １ ５ と 温 風 発 生 用 ヒ ー タ ー １ ６ を 経 由 し て 送 ら れ た 温

風 （ 乾 燥 風 ） ５ を 一 定 の 圧 力 に 整 え 、 送 風 ダ ク ト ７ ａ ， ８ ａ に 一 定 の 安 定 し た 風 量 を 与 え

る も の で あ る 。

【 ０ ０ ２ ４ 】

　 そ し て 、 先 ず 送 風 フ ァ ン １ ５ か ら 送 ら れ た 風 は 加 圧 タ ン ク １ ７ 内 に 入 り 、 フ ァ ン の 起 動

と 同 時 に 加 圧 タ ン ク １ ７ 内 の ヒ ー タ ー １ ６ で 暖 め ら れ 、 膨 張 し た 空 気 が 、 加 圧 タ ン ク １ ７

内 よ り ダ ク ト 内 に 導 入 さ れ る 。

　 送 風 フ ァ ン １ ５ か ら 送 風 さ れ た 乾 燥 風 は ダ ク ト 内 に 入 り 込 み ダ ク ト 内 の 壁 に 当 た り 上 方

向 に 第 一 開 口 部 ７ に 向 か う 。 ま た 、 第 一 開 口 部 ７ に 分 岐 さ せ て 送 風 フ ァ ン １ ５ に よ っ て 乾

燥 風 ５ が 送 り 込 ま れ た 場 合 、 局 部 を 専 用 に 乾 燥 さ せ る よ う に 乾 燥 風 バ ル ブ ７ ｂ と 局 部 用 吹

き 出 し 口 ７ ｃ が 設 置 し て あ り 、 乾 燥 風 バ ル ブ ７ ｂ を 開 放 さ せ る と 局 部 用 吹 き 出 し 口 ７ ｃ か

ら 温 風 が 吹 き 出 し て 局 部 の 乾 燥 を 促 進 す る 。

【 ０ ０ ２ ５ 】

　 さ ら に 、 座 席 ３ の 下 に は 、 送 風 ダ ク ト ７ ａ の 上 縁 に 設 け た 鍔 状 の フ ラ ン ジ 部 １ ８ に 複 数

個 の Ｌ Ｅ Ｄ ラ ン プ １ ９ が 配 置 さ れ て い て 、 身 体 に 有 益 な 波 長 の 光 線 （ 例 え ば 、 前 記 段 落 番

号 「 ０ ０ ０ ６ 」 欄 で 説 明 さ れ る ６ ８ ０ ・ ７ ３ ０ ・ ８ ８ ０ ナ ノ メ ー ト ル の 波 長 の 光 線 ） を 肛

門 や 局 部 に 照 射 す る 事 が 出 来 る 。

　 送 風 ダ ク ト ７ ａ の 内 部 に は 温 風 が 通 過 可 能 な 金 網 ２ ０ が 横 張 り さ れ て あ り 、 例 え ば こ の

金 網 ２ ０ の 上 に 、 保 湿 用 や 肌 面 に 有 益 な ミ ス ト を 上 方 に 立 ち 昇 ら せ る こ と が 可 能 な ミ ス ト

発 生 装 置 ２ １ を 着 脱 可 能 に 載 置 す る こ と が で き る 。 ミ ス ト 発 生 装 置 ２ １ を 載 置 し た 時 に は

、 陰 部 乾 燥 後 に 、 タ イ マ ー の 設 定 に よ り 保 湿 用 や 肌 面 に 有 益 な ミ ス ト が ミ ス ト 発 生 装 置 ２
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１ か ら 局 部 に 適 量 噴 霧 さ れ て 局 部 を 湿 潤 さ せ て 患 部 を 保 全 治 癒 す る 仕 組 み と な っ て い る 。

【 ０ ０ ２ ６ 】

　 図 ８ ～ 図 １ ０ に 詳 細 が 示 さ れ る よ う に 、 前 記 熱 源 付 き の 乾 燥 風 起 成 部 ４ か ら の 温 風 は 、

左 右 に 分 岐 さ れ た 送 風 ダ ク ト ８ ａ ， ８ ａ に よ り 、 足 台 （ フ ッ ト ベ ー ス ） ２ ， ２ 内 部 に 導 入

さ れ 足 乾 燥 器 と し て も 機 能 す る 。

　 す な わ ち 、 足 台 ２ ， ２ の 内 部 は 乾 燥 風 を 受 け る 空 洞 ２ ａ ， ２ ａ に 形 成 さ れ て お り 、 足 台

２ ， ２ の 表 面 側 に 足 型 ２ ２ が 陥 没 加 工 さ れ て い て 、 各 足 指 の 間 Ｓ に 相 当 す る 位 置 に 足 指 開

放 誘 導 部 材 と し て の 仕 切 り ２ ３ が 設 け て あ る 。 し た が っ て 、 足 型 加 工 部 分 に 使 用 者 の 足 Ｆ

を 置 く と 、 該 仕 切 り ２ ３ に よ り 、 自 然 に 各 足 指 の 間 Ｓ が 開 く 形 状 に な っ て い る 。 ま た 、 各

仕 切 り ２ ３ の 下 部 に は 各 足 指 の 間 Ｓ に 乾 燥 風 を 流 す 噴 出 口 ２ ４ が 穿 孔 さ れ て お り 、 乾 燥 時

に は 各 足 指 の 間 か ら 熱 風 が 吹 き だ す 構 造 で あ る 。 ま た 、 足 型 ２ ２ の 表 面 全 体 に 亘 り 、 各 箇

所 に 孔 ２ ５ が 開 け て あ り 、 乾 燥 風 が 孔 ２ ５ か ら 噴 出 し 、 足 裏 全 体 を 乾 燥 さ せ る こ と も で き

る 。

【 ０ ０ ２ ７ 】

　 さ ら に 、 足 台 （ フ ッ ト ベ ー ス ） ２ ， ２ の ベ ー ス 表 面 に 足 ツ ボ を 刺 激 す る 複 数 の 突 起 ２ ６

が 設 け て あ る 。 な お 、 足 台 （ フ ッ ト ベ ー ス ） ２ ， ２ の 足 に 接 触 す る 側 （ 足 型 ２ ２ 部 分 ） は

透 明 な ア ク リ ル 板 製 で 構 成 さ れ て あ り 、 足 台 （ フ ッ ト ベ ー ス ） ２ ， ２ の 空 洞 ２ ａ ， ２ ａ 底

面 に は Ｌ Ｅ Ｄ ２ ７ が 配 置 さ れ て い て 、 透 明 な ア ク リ ル 板 又 は 足 型 ２ ２ の 表 面 全 体 に 亘 り 設

け た 各 箇 所 の 孔 ２ ５ を 介 し て 下 肢 の 末 梢 神 経 に 有 効 な 波 長 の 光 （ 例 え ば 、 前 記 段 落 番 号 「

０ ０ ０ ６ 」 欄 で 説 明 さ れ る ６ ８ ０ ・ ７ ３ ０ ・ ８ ８ ０ ナ ノ メ ー ト ル の 波 長 の 光 ） を 、 足 裏 の

足 つ ぼ 又 は 足 つ ぼ の 周 辺 に 照 射 す る 事 が 出 来 る 。

【 実 施 例 】

【 ０ ０ ２ ８ 】

１ ） 入 浴 介 助 時 の 使 用 実 施 例

・ こ の 椅 子 型 の 身 体 乾 燥 機 能 付 き 介 助 装 置 １ は 、 家 庭 や 介 護 施 設 な ど に 好 適 な 介 護 機 器 で

あ り 、 介 護 者 が 被 介 護 者 （ 利 用 者 ） の 入 浴 の 身 体 乾 燥 ・ 更 衣 介 助 （ 下 着 の 着 脱 ・ ズ ボ ン の

上 げ 降 ろ し ） の 場 面 ・ 介 助 装 置 １ か ら の 立 ち 上 が り の 時 の 補 助 機 能 と し て 使 用 す る 。

・ 介 護 者 は 、 浴 室 か ら 利 用 者 の 手 を 取 り 脱 衣 室 ま で 誘 導 し 、 身 体 乾 燥 機 能 付 き 介 助 装 置 １

の 座 面 ３ ａ に 腰 か け さ せ る の で 、 脱 衣 室 で の 身 体 乾 燥 を ス ム ー ズ に 行 う 事 が 出 来 る 様 に な

る 。

【 ０ ０ ２ ９ 】

・ 事 前 に 身 体 乾 燥 機 能 付 き 介 助 装 置 １ に 内 蔵 さ れ た 熱 源 付 き の 乾 燥 風 起 成 部 ４ の 温 風 ヒ ー

タ ー が か か っ て お り 、 介 助 装 置 １ か ら の 温 風 吹 き 出 し に よ り 、 脱 衣 室 は 浴 室 と 温 度 差 が 余

り 生 じ な い 状 態 と な る 。 し た が っ て 、 浴 室 と 脱 衣 室 の 急 激 な 温 度 変 化 を 防 ぎ 、 入 浴 中 の 脳

梗 塞 名 等 の 入 浴 時 の 発 作 事 故 が 起 こ る 事 を 防 止 す る 事 が 出 来 る 。

・ 入 浴 が 終 わ っ て か ら 、 足 台 ２ ， ２ と Ｏ 字 型 の 椅 子 座 面 ３ ａ に 座 り 、 利 用 者 の 身 体 を 乾 燥

さ せ る 。 足 台 ２ ， ２ の 孔 に は Ｌ Ｅ Ｄ ２ ７ か ら の Ｌ Ｅ Ｄ 光 を 照 射 さ せ 、 足 つ ぼ 又 は 足 つ ぼ 周

辺 に あ る 下 肢 の 末 梢 神 経 を 刺 激 さ せ る 。

・ Ｏ 字 型 の 椅 子 座 面 ３ ａ に 腰 か け 、 肛 門 ・ 局 部 の 粘 膜 に Ｌ Ｅ Ｄ １ ９ か ら の Ｌ Ｅ Ｄ 光 を 照 射

し 、 温 風 を 送 風 す る 。

【 ０ ０ ３ ０ 】

・ 足 台 ２ ， ２ に あ る 足 、 股 間 部 分 が 乾 燥 し 体 全 体 の 水 分 の 拭 き 取 り が 終 わ っ た ら 、 介 護 者

が 利 用 者 の 下 着 の 着 脱 ・ ズ ボ ン の 上 げ 降 ろ し を 行 う 。 そ の た め に 介 助 装 置 １ の 椅 子 座 面 ３

ａ の 立 ち 上 が り 機 能 を 使 用 す る 。 シ ャ ツ は 介 助 椅 子 に 座 っ て い る 時 に 着 替 え る 。 座 面 の 立

ち 上 り は 、 身 体 乾 燥 終 了 後 に 、 モ ー タ ー を 起 動 し て 湾 曲 ア ー ム ９ を 上 昇 さ せ 座 板 を 前 傾 さ

せ る 。 そ し て 、 湾 曲 ア ー ム ９ の ラ ッ ク ９ ａ が 上 昇 限 界 で 停 止 し た 状 態 で 、 立 位 状 態 に な る

。 こ の 時 に 、 尻 が 若 干 前 側 に す べ り 、 座 板 前 の 凹 み ３ ｃ に 落 ち 着 く 。

【 ０ ０ ３ １ 】

・ 座 椅 子 の 手 摺 の グ リ ッ プ を 握 り 、 立 ち 上 が る 。

・ 中 腰 の 姿 勢 で グ リ ッ プ を 握 っ た ま ま 、 パ ン ツ と ズ ボ ン を は く 。
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・ 不 安 定 な 姿 勢 で の ズ ボ ン の 脱 ぎ 着 を 防 止 で き る 事 と 、 無 理 な く 立 ち 上 り 動 作 を 行 え る 為

、 入 浴 時 脱 衣 所 で の 転 倒 事 故 を 防 止 す る 事 が 出 来 る 。

・ 下 着 と 上 着 を 着 終 わ っ た 段 階 で 、 職 員 の 介 助 で 歩 行 器 若 し く は 老 人 車 に 移 り

移 動 す る 。

・ 機 構 内 部 で の 電 熱 器 （ ヒ ー タ ー ） で 加 熱 し 、 乾 燥 風 は ５ ２ 度 以 上 の 温 度 と し 、 滅 菌 状 態

に し ま す 。 ダ ク ト か ら 温 風 を 送 風 す る 事 に よ り 、 股 間 の 局 部 や 足 部 を 効 率 的 に 乾 燥 さ せ る

こ と が で き る 。

【 ０ ０ ３ ２ 】

　 こ の よ う に 、 本 発 明 の 椅 子 型 の 身 体 乾 燥 機 能 付 き 介 助 装 置 に よ れ ば 、 外 周 を Ｏ 型 の 円 環

状 に 座 席 椅 子 に 身 体 が 乾 燥 で き る 乾 燥 風 起 成 部 と し て の 熱 源 （ ヒ ー タ ー ） を 取 り 付 け 、 尻

の 部 分 と 足 台 の 部 分 に 温 風 が 流 通 す る 様 に 送 風 フ ァ ン が 取 り 付 け て あ り 、 送 風 フ ァ ン を 回

転 さ せ る 事 に よ り 、 局 部 の 乾 燥 と 足 の 指 先 な ど の 効 率 的 な 乾 燥 を 可 能 に で き る 。 ま た 、 温

風 を 送 風 す る 事 に よ っ て 脱 衣 室 の 暖 房 効 果 を 促 進 す る 事 に な る 。 こ れ は 温 か い 所 （ 浴 室 ）

か ら 寒 い 所 （ 脱 衣 室 ） に 移 動 し た 時 の 急 激 な 血 圧 の 変 動 を 防 ぐ 事 に な り 、 入 浴 時 の 脳 梗 塞

や 心 筋 梗 塞 の 発 作 の 発 生 を 防 止 で き る 。

【 ０ ０ ３ ３ 】

　 さ ら に 、 座 面 を 前 低 後 高 状 に 斜 め 起 立 さ せ る 起 き 上 が り 補 助 機 能 に て 被 介 護 者 の 起 立 姿

勢 を 維 持 す る こ と が 容 易 に な る の で 、 脱 衣 室 で 自 力 で 起 き 上 り 出 来 な い 人 や 、 入 浴 後 の 一

時 的 な 体 力 低 下 で 起 き 上 り が 困 難 な 人 の 起 き 上 り 動 作 を サ ポ ー ト す る こ と が で き 、 椅 子 に

起 き 上 り 専 用 の 手 す り を 設 け て あ り 、 ま た 、 椅 子 に モ ー タ ー を 取 り 付 け て 、 座 面 の 起 伏 機

構 を 用 い る 事 に よ り 、 脱 衣 室 で の 立 ち 上 が り 動 作 を サ ポ ー ト す る ア シ ス ト 機 能 を 設 け た 。

こ れ ら の 相 乗 的 な 作 用 と し て 、 介 護 者 の 労 力 負 担 を 少 な く し て 被 介 護 者 の 身 体 の 拭 き 仕 上

げ 作 業 や 衣 服 の 装 着 作 業 の 介 護 支 援 が 容 易 に で き る こ と に な る 。

【 ０ ０ ３ ４ 】

　 腰 掛 け 用 座 面 の 前 面 に 尻 部 が 陥 入 で き る 凹 み を 設 け 、 該 座 面 を 前 低 後 高 状 に 斜 め 起 立 さ

せ た 時 に 、 凹 み に 尻 部 を 陥 入 さ せ て 起 立 姿 勢 を 支 え る よ う に で き る も の で 、 座 面 を 前 低 後

高 状 に 斜 め 起 立 さ せ た 時 に 、 座 位 を 支 え る 機 能 が 設 け ら れ て い る こ と に な り 、 被 介 護 者 の

起 立 姿 勢 を 維 持 す る こ と が 更 に 容 易 に な る 。

し た が っ て 、 介 護 者 の 労 力 負 担 が 更 に 軽 減 さ れ て 身 体 の 拭 き 仕 上 げ 作 業 や 衣 服 の 装 着 作 業

の 介 護 支 援 が 更 に 容 易 に で き る こ と に な る 。

【 ０ ０ ３ ５ 】

　 腰 掛 け 用 座 面 の 開 口 部 の 下 部 に 、 陰 部 及 び そ の 周 辺 に 向 け て 皮 膚 細 胞 に 有 効 な 波 長 域 の

Ｌ Ｅ Ｄ 光 を 照 射 す る Ｌ Ｅ Ｄ 光 照 射 装 置 が 設 置 さ れ て お り 、 こ れ に よ り 、 腰 掛 け 用 座 面 を 構

成 す る Ｏ 型 シ ー ト の 下 部 よ り 、 細 胞 に 有 効 な 波 長 を 持 つ Ｌ Ｅ Ｄ 光 を 照 射 し て 、 直 接 粘 膜 （

膣 ・ 肛 門 等 ） に 照 射 し 筋 肉 細 胞 の Ｄ Ｎ Ａ 合 成 を 活 性 化 し 健 康 の 増 進 を 図 る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ３ ６ 】

　 足 台 に 足 指 の 間 を 広 げ て 開 放 す る 足 指 開 放 誘 導 部 材 （ 仕 切 部 材 ） を 設 け て 、 足 指 の 間 の

乾 燥 を 促 進 す る よ う に 構 成 し て あ り 、 足 指 間 の 乾 燥 が 促 進 さ れ る 。 そ し て 、 足 台 の 足 裏 が

乗 る 部 分 に 、 足 つ ぼ に 相 当 す る 箇 所 に 突 起 を 設 け て さ ら に 孔 を 穿 設 す る と 、 該 突 起 で 足 つ

ぼ を 刺 激 し 、 且 つ 孔 を 介 し て 足 つ ぼ に 向 か っ て 乾 燥 風 を 吹 き 出 す よ う に な り 、 足 つ ぼ 部 分

に 乾 燥 風 が 温 風 で 供 給 さ れ て 足 つ ぼ を 刺 激 し て 身 体 の 癒 し が で き る 。

【 ０ ０ ３ ７ 】

　 足 つ ぼ に 相 当 す る 箇 所 の 孔 に 、 足 つ ぼ に 向 か っ て Ｌ Ｅ Ｄ 光 を 照 射 す る Ｌ Ｅ Ｄ 光 照 射 部 を

設 け た 事 に よ り 、 足 つ ぼ に 向 か っ て 温 風 と 共 に 、 Ｌ Ｅ Ｄ 光 を 照 射 し 、 糖 尿 病 な ど で 神 経 障

害 に か か っ て い る 方 の 下 肢 の 末 梢 神 経 を 刺 激 す る 事 に よ り 神 経 障 害 の 症 状 や 、 糖 尿 病 に よ

る 下 肢 の 神 経 障 害 の 症 状 の 改 善 や 悪 化 を 防 止 す る 事 が 期 待 で き る 。

【 ０ ０ ３ ８ 】

　 以 上 の よ う に 本 発 明 に よ る と 、 従 来 な か っ た 利 用 者 の 身 体 の 自 動 乾 燥 の 機 能 が あ り 、 介

護 者 が 従 来 は 介 護 し づ ら い 部 分 下 腹 部 や 臀 部 周 辺 、 足 指 間 の 乾 燥 （ 陰 部 乾 燥 や 足 の 指 の 隙

間 の 乾 燥 ） の 介 護 を 楽 に 行 う 事 が 出 来 る 。 ま た 、 身 体 乾 燥 介 助 装 置 の 立 ち 上 が り 機 能 を 使
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用 す る と 、 椅 子 に 座 り 、 自 動 的 に 身 体 乾 燥 が 出 来 、 椅 子 か ら 立 ち 上 が り す る 時 に も 、 立 ち

上 り の ア シ ス ト 機 能 が あ り 、 介 護 者 が 更 衣 の 介 助 を す る 時 の 精 神 的 負 担 感 （ 転 倒 事 故 発 生

の リ ス ク ） の 軽 減 を 図 る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ３ ９ 】

　 ま た 、 介 助 装 置 の 暖 房 機 能 を 強 化 し 、 浴 室 と 脱 衣 室 の 温 度 差 を 解 消 し て 脳 血 管 の 急 速 な

伸 縮 を 防 止 、 入 浴 中 の 脳 梗 塞 等 の 発 作 の 防 止 を 図 る 事 が 出 来 る 。 さ ら に 、 身 体 乾 燥 を 行 う

時 に 、 身 体 に 良 い 波 長 の Ｌ Ｅ Ｄ 光 の 照 射 を 股 間 部 分 （ 特 に 粘 膜 ） に 10～ 20分 程 度 照 射 し 、

健 康 増 進 を 図 る 事 が 出 来 る 。 介 助 椅 子 の カ バ ー は 、 ブ ラ ッ ク シ リ カ や ト ル マ リ ン 等 の 素 材

を 使 用 し 温 熱 効 果 が あ る も の を 使 用 し 、 座 椅 子 の 下 に 身 体 の 細 胞 に 有 効 な 波 長 の Ｌ Ｅ Ｄ 光

を 直 接 照 射 さ せ る 仕 組 み を 作 り 、 健 康 の 増 進 を 図 る 事 も 目 的 と す る こ と が で き る 。

【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】

【 ０ ０ ４ ０ 】

　 基 本 的 に は 、 利 用 対 象 は 、 社 会 福 祉 施 設 （ デ イ サ ー ビ ス セ ン タ ー ・ グ ル ー プ ホ ー ム ・ 小

規 模 多 機 能 施 設 ・ 軽 費 老 人 ホ ー ム ・ 有 料 老 人 ホ ー ム ） を 想 定 し て お り 、 入 浴 時 の 介 護 機 器

と し て 施 設 で 使 用 さ れ る 事 を 想 定 し て い る 。

　 ま た 、 在 宅 で の 普 及 を 目 指 す 多 面 的 な 戦 略 と し て 、 介 護 保 険 が 適 用 さ れ る 入 浴 補 助 具 と

し て 福 祉 用 具 認 定 機 関 に 認 定 し て も ら う 事 も 想 定 し て い る 。 介 護 保 険 の 福 祉 用 具 の 貸 与 （

レ ン タ ル ） の 対 象 と な っ た 場 合 、 貸 与 （ レ ン タ ル ） 金 額 の １ 割 負 担 で 使 用 で き る よ う に な

る 為 、 広 く 在 宅 で の 利 用 が 見 込 め る 。

　 ま た 、 入 浴 補 助 具 と し て 認 定 さ れ れ ば 、 販 売 価 格 が １ ０ 万 円 ま で の 金 額 で あ れ ば 、 定 価

の １ 割 負 担 で 購 入 す る 事 が 可 能 に な る の で 、 介 護 保 険 の 給 付 対 象 の 福 祉 用 具 に 認 定 し て 頂

く 事 が 、 大 き な 利 用 拡 大 に つ な が る こ と に な る 。

　 ま た 、 本 発 明 の 椅 子 型 の 身 体 乾 燥 機 能 付 き 介 助 装 置 は 、 ト イ レ や ポ ー タ ブ ル ト イ レ と し

て 活 用 し て も 良 い 。

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ ０ ４ １ 】

　 １ 　 身 体 乾 燥 機 能 付 き 介 助 装 置

　 ２ ， ２ 　 足 台

　 ３ 　 腰 掛 け 用 座 席

　 ３ ａ 　 腰 掛 け 用 座 面

　 ３ ｂ 　 開 口 部

　 ３ ｃ 　 凹 み

　 ３ ｄ 　 手 す り 部 材

　 ４ 　 熱 源 付 き の 乾 燥 風 起 成 部

　 ７ 　 第 一 開 口 部

　 ８ 　 第 二 開 口 部

　 ９ 　 湾 曲 ア ー ム

　 ９ ａ 　 ラ ッ ク

　 １ ２ 　 ピ ニ オ ン ギ ヤ

　 １ ４ 　 駆 動 モ ー タ ー

　 １ ５ 　 送 風 フ ァ ン

　 １ ６ 　 温 風 発 生 用 ヒ ー タ ー

　 １ ７ 　 加 圧 タ ン ク

　 １ ９ 　 Ｌ Ｅ Ｄ ラ ン プ

　 ２ ２ 　 足 型

　 ２ ３ 　 仕 切 り

　 ２ ４ 　 噴 出 口

　 ２ ５ 　 孔

　 ２ ６ 　 突 起
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　 ２ ７ 　 Ｌ Ｅ Ｄ ラ ン プ
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